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不登校とは
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何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは
社会的要因・背景により、登校しないある
いはしたくてもできない状況にあるために
年間30日以上欠席した者のうち、病気や経
済的な理由による者を除いたもの

(文部科学省）



小中学校における不登校児童生徒数の推移
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https://www.mext.go.jp/content/20231004-mxt_jidou01-100002753_1.pdf
文部科学省(2023) 令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について

[引用]

R4

H27

不登校児童生徒数 299,048人
不登校児童生徒の割合 3.17%

令和４年度



指定都市別（指定都市立小・中学校）
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大阪市

3.8%

堺市

3.2%

在籍率



不登校傾向にある中学校生徒数の実態
• • • • •
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https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/2019/01/new_inf_201811212_01.pdf

日本財団(2018)不登校傾向にある子どもの実態調査[引用]

①-1.不登校:文科省定義 

①-2.不登校：文科省定義外 

②教室外登校 

③部分登校 

④仮面登校A：授業不参加型 

⑤仮面登校B：授業参加型

30日以上欠席

30日未満欠席

学校正門、保健室、校長室など

授業参加が少ない、遅刻早退が月５回以上など

授業には参加しているが皆とは違うことをしている

授業には参加しているが皆とは違うことをしている

（2018年日本財団による調査報告）

約10万人

約33万人

「不登校」

「不登校傾向」

「不登校」または「不登校傾向」の中学生　43万人（全体の13.3%）



不登校の要因
学校に係る状況

家庭に係る状況

本人に係る状況

いじめ(0.2%)
いじめを除く友人関係をめぐる問題(9.2%)
教職員との関係をめぐる問題(1.2%)
学業の不振(4.9%)
進路に係る不安(0.7%)
クラブ活動・部活動等への不適応(0.3%)
学校のきまり等をめぐる問題(0.7%)
入学、転編入学、進級時の不適応(3.1%)

家庭の生活環境の急激な変化(2.6%)
親子の関わり方(7.4%)
家庭内の不和(1.6%)

生活リズムの乱れ、あそび、非行(11.4%)
無気力・不安(51.8%)

20.3%

11.6%

63.2%

文部科学省(2023) 令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について

(小・中合計)
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R4

H27

教育機会確保法(平成28年12月成立、平成29年2月施行) 

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の
確保等に関する法律
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https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1380956.htm
文部科学省(2017)義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律（概要）

不登校に関する調査研究協力者会議
(令和３年９月）

通知・報告書

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/108/001/index.html
文部科学省(2021) 不登校に関する調査研究協力者会議

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/108/001/toushin/mext_01151.html
文部科学省(2022) 不登校に関する調査研究協力者会議（令和3年度）通知・報告書

(令和４年６月）

不登校に関する施策（平成28年〜）



通知・報告書（R4)で打ち出された方針

https://www.mext.go.jp/content/20220610-mxt_jidou02-000023324-02.pdf
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(従来)

不登校支援の考え方の変化

(現在)

学校復帰を目指した支援
学校への登校を強制しない、
一人一人の子どもに適した学
習環境や学習スタイルを保障



学習環境の広がり
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対　面 オンライン

学校
フリースクール
教育支援センター
学習塾

学校
フリースクール
教育支援センター
学習塾

児童生徒と教師が
集まって学習する

必要なときに相談・
質問する

離れた場所から
授業や活動に参
加して学習する

教育委員会作成コンテンツ

学校　 自宅

インターネット予備校

（通信制／普通校）

Youtube等の無料コンテンツ

いつでも視聴で
きる動画で学ぶ



不登校児童生徒等への支援
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徳島県GIGAスクール構想

https://gigaschool.tokushima-ec.ed.jp/3131b1604b718eaed8a809663f09a59f/page_20211227041051
徳島県GIGAスクール構想_学びの保障部会[引用]



不登校児童生徒等への支援
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徳島県GIGAスクール構想

https://gigaschool.tokushima-ec.ed.jp/3131b1604b718eaed8a809663f09a59f/page_20211227041051
徳島県GIGAスクール構想_学びの保障部会[引用]
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「放課後等デイサービスガイドライン改訂案」（平成31年3月）

不登校の子どもについては、学校や教育支援センター、
適応指導教室等の関係機関・団体や保護者と連携しつ
つ、本人の気持ちに寄り添って支援していく必要があ
る。

（３）放課後等デイサービスの提供に当たっての　　　　 
　　　基本的姿勢と基本活動 

　① 基本的姿勢

（中略）

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12201000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu-Kikakuka/0000082829.pdf

連携



第39回「障害福祉サービス等報酬改定検討チーム」資料
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(令和5年10月18日(水)リリース)

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_35857.html

児童発達支援・放課後等デイサービスに係る報酬・基準 
について≪論点等≫



不登校の児童生徒が1人以上在籍している事業所

24.8%

厚生労働省 令和元年度障害者総合福祉推進事業 放課後等デイサービスの実態把握 及び質に関する調査研究 報告書

令和２年３月みずほ情報総研株式会社

https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000654183.pdf

（放課後等デイサービス）

15



連携による充実した学びの提供
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放課後等デイサービス

学　校

児童生徒と職員が
集まって学習する

必要なときに相談・
質問する

離れた場所から
授業や活動に参
加して学習する

学校・地域・世界

インターネット予備校等

いつでも視聴で
きる動画で学ぶ

連携



特別支援学校に通う児童生徒の
不登校児童生徒の在籍数(〜H26年度）
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特別支援学校

小・中学校

(小・中)

1.21%

0.49%

・在籍率は小中学校より低い

・しかし、不登校児童生徒数は増加傾向

・小学部より中学部が多い

園山・趙・倉光(2017)



通級指導教室

・    各教科の補充指導

一人一人の障害に応じた指導

弱視/難聴/情緒障害等（場面かん黙など）/言語障害/
LD/ADHD/ASD/肢体不自由/病弱・身体虚弱

小・中学校の教育課程の定めにかかわらず、 
特別の教育課程によることができる

・「自立活動」を取り入れた指導

障害に基づく学習上又は生活上の困難の改善・克服を目
的とした領域。特別支援学校の学習指導要領解説に詳し
く説明されており、それを参考にして指導を行う。 18



・各教科の目標・内容は 
　下学年の内容を扱って良い

・「自立活動」を取り入れた指導

特別の教育課程

（小・中学校学習指導要領　総則）

障害に基づく学習上又は生活上の困難の改善・克服
を目的とした領域。特別支援学校の学習指導要領に
詳しい解説があり、それを参考にして指導を行う。

知的障害/肢体不自由/身体虚弱/弱視/難聴/
自閉症・情緒障害/その他特別支援学級

19



特別支援学級の教育課程

各教科 特別な教科 
道徳

外国語 
活動

総合的な 
学習の 
時間

特別活動 自立活動

特別支援学級 知的障害/肢体不自由/身体虚弱/弱視/難聴/
自閉症・情緒障害/その他

20



自立活動の内容 ６領域27項目

1 健康の保持

2 心理的な安定

3 人間関係の形成

4 環境の把握

5 身体の動き

6 コミュニケーション

(1)生活のリズムや生活習慣の形成
(2)病気の状態の理解と生活管理
(3)身体各部の状態の理解と養護
(4)障害の特性の理解と生活環境の調整
(5)健康状態の維持・改善
(1)情緒の安定
(2)状況の理解と変化への対応
(3)障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲
(1)他者との関わりの基礎
(2)他社の意図や感情の理解
(3)自己の理解と行動の調整
(4)集団への参加の基礎
(1)保有する感覚の活用
(2)感覚や認知の特性についての理解と対応
(3)感覚の補助及び代行手段の活用
(4)感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動
(5)認知や行動の手がかりとなる概念の形成
(1)姿勢と運動・動作の基本的技能
(2)姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
(3)日常生活に必要な基本動作
(4)身体の移動能力
(5)作業に必要な動作と円滑な遂行
(1)コミュニケーションの基礎的能力
(2)言語の受容と表出
(3)言語の形成と活用
(4)コミュニケーション手段の選択と活用
(5)状況に応じたコミュニケーション 21



特別な支援を要する児童生徒の
不登校支援の難しさ
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・自立活動など遠隔では指導が難しい場合がある

・アセスメントや指導に専門性を要する

・障害の特性に合わせた指導方法の検討が必要



不登校状態に関するアセスメント
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1.学校環境の中でのアセスメント
本人に関係する「教師」「クラスメイト」
「カリキュラム」「物理的な教室環境」

学校からの情報収集
現在までの出席・欠席・遅刻状況
授業参加状況、特定の授業・行事参加への抵抗
休み時間の孤立
設定されたグループ活動での孤立
学習成績（得意教科・苦手教科や遅れの有無）
運動の苦手さや不器用さ
忘れ物や宿題の提出
教師とのコミュニケーション（不調の訴え）
保健室などの利用が可能か

本人からの情報収集
School Refusal Assessment Scale(SRAS)
学校生活ランキング（井上,2014）

井上雅彦(2023) 発達障害のいまとその先に向き合う〜第10回 不登校状態に対する支援〜.精神療法,第49巻第4号.



学校生活ランキング  （井上,2014を参考に作成）
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２.家庭環境の中でのアセスメント
リビングや自室の環境のような物理的な環境
家族の心理状態、本人への態度や具体的な関わり

家庭内の行動
登校前後での腹痛・頭痛・吐き気などの身体症状
自傷・暴言・暴力・破壊などの行動の有無
就寝・起床時間（昼夜逆転の有無）
登校前の本人の態度
登校時の保護者の対応（促しや叱責など）
最近の家での様子や変化（体調・言動・外出など）
欠席時の過ごし方（ネットやゲーム依存など）
学習習慣（宿題など）
外出への抵抗
これまでの不登校経験／いじめ経験の有無
母子分離に対する強い抵抗の有無
家族とのコミュニケーション
学校からの情報提供（プリント・電話）への拒否
家庭訪問や面会の拒否
本人の好みの活動／嫌いな活動

不登校状態に関するアセスメント
井上雅彦(2023) 発達障害のいまとその先に向き合う〜第10回 不登校状態に対する支援〜.精神療法,第49巻第4号.
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３.登校拒否行動の機能のアセスメント

行動の機能

❶否定的な感情を誘発する刺激の回避

行動の前後の環境の変化に着目し、
その行動が生じている理由を推測すること

❷不快な対人／評価場面からの逃避

❸重要な他者からの注目を得るため
❹学校以外にある具体的な強化を得るため

学校環境の見直しが必要

家庭と連携し適切な行動を強化

不登校状態に関するアセスメント
井上雅彦(2023) 発達障害のいまとその先に向き合う〜第10回 不登校状態に対する支援〜.精神療法,第49巻第4号.
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登校拒否行動の機能の評定

School Refusal Assessment Scale-Revised

前ページの４つの機能のうちもっとも影
響の大きい機能を特定し、それに応じた
対応方法を計画する。

原版のリンク：https://onl.bz/BQM6r8A

(SRAS-R)
（Kearney,2002)

日本版の開発(土屋ら,2010)：https://onl.bz/CH85UdF
(SRAS-R-JA)

不登校状態に関するアセスメント
井上雅彦(2023) 発達障害のいまとその先に向き合う〜第10回 不登校状態に対する支援〜.精神療法,第49巻第4号.
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家庭への介入
井上雅彦(2023) 発達障害のいまとその先に向き合う〜第10回 不登校状態に対する支援〜.精神療法,第49巻第4号.

1.環境設定

2.身体症状の改善

3.本人と家庭とのコミュニケーションの改善

4.外出に対する不安の軽減

5.生活リズムの改善

6.家庭生活での行動活性化

7.きょうだい児に対する接し方

オンラインによる学習機会構築や放課後等デイサービスの利用

精神的なストレスからの身体症状の可能性も視野に

肯定的なコミュニケーションを増やす
場合によっては保護者の不安や焦りなどに対するストレスマネジメント

学校以外の場所（校区外の方が不安は低い）から始める
学校以外に抵抗がなくなったら放課後や休日に短時間学校に滞在

学校に通うために昼夜逆転を改善させるのではなく、楽しい活動への
参加のために朝起床するようにしていくことが必要



29

不安の兆候チェック表
井上雅彦(2023) 発達障害のいまとその先に向き合う〜第10回 不登校状態に対する支援〜.精神療法,第49巻第4号.

家庭で記録し学校と共有。早期発見・予防につなげる。

朝、起きる時刻が遅くなる

布団から出てくるのに時間がかかる

着替えや食事をぐずる

食欲が低下している

ぶつぶつ言う

暴言・暴力がある

出かける前にしぶる

学校に行く前の様子 どちらかに○

なし・あり

なし・あり

なし・あり

なし・あり

なし・あり

なし・あり

なし・あり

他に気がつ
いたこと


